
伝
、
、げ
叩
。
万
1
穿

に
 

J

ろ
一
 

‘一ニ藷舞；オ、 
""""‘争’一ーニーて 

縦舞麟簾 

ょかわら 
ー

、
 

,聖

、広鯉  、 
嘱’ 、 

（昭和33年9月10日第 3種郵便物認可） ①
 

田植えの 裏方さん 、、猫の手も借りた 力源は、手づくりの味で。9カ所の共同炊事に436 戸が参加 
い” という田植え。 膚寒い雨にたたられながらも、ひと段落。 した。包丁さばきもさえる。魔術師、料理人の嘆き。 「あさ

早乙女姿に変って、機械植えがふえた。植え手、苗取りの活 2時からおぎで、ねぶてエ」 （下岩崎で）。 

世帯数 13, 7 2 0 
（昭和50年 5月1日現在）住民基本台帳から 

発行、所 

五所川原市役所 

353号 

昭和5(〕年 6月 1日 

印 刷 日刊民友新聞社 

ー
 
ノ
 

Z
」リ

一
み
，
，
》
 

一
 
 
《
ー
 
 

一
1
1
“
 

五
月
一
一
十
 

一
日
 
佳
旧
 

【
、
 

一
一
十
一
［
ロ
 

"
tf、
 

朝
、
県
東
京
 

事
務
所
で
昨

日
東
北
線

の
 

列
車
事

故
で

一
日
待
機
し
て
い
た
県

の
河
川

課
山
館
班

長
と
漸

く
お
会

い
し

行
政
連
絡

課
前
多

課
長
を

交
い

て
事
前
打
ち
合

わ
せ
を
し

て
後

両
氏
の
ご

案
内
で
八

木
橋
課
長

と
共
に
先
ず
国
土

庁
へ

c
昨
日

は
市
の
所
謂
豪
雪

地
域
の
指

定

を
お
願

い
の
た
め
に
国
土
庁
地

方
振
興
局
山
村
豪
雪
地

帯
振
興

課
等
に

陳
情
し
た
が
、

今
日
は

国
土
庁
長
官
官
房

長
栗
屋
敏
信

補
佐
浅

野
茂
、

専
門
調
査
官
一

川
保
夫
、

凍
北
開
発
室

長
桑
島

潔
氏
等
に

そ
れ
ぞ

れ
松

の
木
川

改
修
事
業

の
調
整

費
に

つ
い
て

陳
情
を
中
し
上
げ

た
。
本
年

の

国
の
調
整
費
総
額
は
、

五
〇
億

の
枠
で
確
保
し

て
い
る
が
、
要

望
が

八
〇
億
以
上
あ
る
と
い
う

の
で
配
分
ま
で
に

は
今
後
相
当

な
動
き
が

あ
る
も
の
と

思
わ
れ

る
が
、
話
し
合

い
の
な
か
か

ら
 

「松
の
木

川
」
 
につ
い
て
は
ど

の
方
も
圃
場
整
備
と
の
関

連
で

そ
の
緊
要
性
に

つ
い
て
は
よ
く

理
解
さ

れ
て
い
ら
れ
る
よ

う
で

結
果

は
「
有
望
」
 
と
いう
感
触

を
」フ
け
た
。
 

同
様
に

建
設
省
河
川
治
水
課

で
は
本
間
俊
朗
課
長
、

山
目
」
婦

之
補
佐
、

ま
た
河

川
計
画

課
で

は
吉
川
主

任
と
お
会

い
し
た
が
 
 

こ
こ
で
は
調
整
費
に
か
か
わ

る

県
の
裏
負
担
に

つ
い
て
も
話
が

お
よ
び
、
従
っ

て
今
後
は

要
望

額
に
近
づ
け

て
熱
意
を

結
集
し

な
け
れ
ば

と
思
っ

た
。
即
ち
市

議
会

の
農
村
環
境
整

備
特
別
委

員
会

の
方
々
に

も
お
願

い
し
、
 

波
状
陳

情
の
段
階
で

あ
る
こ
と

を
痛
感

し
た
。
 

十

一
時
に
は
西
北
五

衛
生

処
理
組
合

の
北
部
衛

生
セ
ン
タ
 

ー
の
日
本
海
放
流
工
事

費

の
一

億
九
千
万
円
、

高
瀬
処

理
場
の

改
造
事
業
費

の
一
億
六
千

万
円

ゴ
ミ
収
集
車
の
三

四
〇
万

円
の

起
債
獲
得
の
た
め
厚

生
省
環
境

整
備
課
廻
り
を

し
て
い
た
逆

瀬

川
事
務
局
長

と
ム
ロ
流
し
、
自
治

省
財
政
局
地
方

債
課
持
別
債
係

長
の
八

賀
忠
夫
氏
に

ヒ
ア
リ

ン

グ
会
場
で
お

願

い
し
た
。
後
再

び
中
央
八
口
同
庁
舎
で
、

都
市
局

市
計
画

課
建
設
専
門
官
間

瀬
延

幸
、
公
園
緑
地
課
補
佐
小
泉
直

介
、
下
水
道
部
長
久
保
越
、

課

長
補
佐
十

倉
喪
氏
に

そ
れ
ぞ

れ

陳
情
を

く
り
か

え
す
。
 

途
中
五

所
川
原
土
本
事

務
所

武
尾
所
長
に
お
会

い
し
、
高
野

県
道
沿
い
の
溜
池
の
災
害

復
旧

事
業

に
つ
い
て
打
ち
八
ロ
わ
せ
を

す
る
。
 

三
時
か

ら
川
崎
市

の
目
本
環

境
衛
生

セ
ン
タ

ー
に
お
も
む
き

衛
生
処

理
問
題
に

つ
い
て
特
に

矢
込
博
土

の
技
術
指
導
を
う
け

十
時
二
十
分
特
急
は

つ
か
り
で

離
」皐
』
 

叩
 

部
 

市の人口 	 リl2 4 , 9 9 9 人 

51. 7 6 2 人 女 2 6, 7 6 3 人 

,
 



歳 出 

執行済額 35億5,601 万 5千円 
執行率 	88.2% 

議会費他 3,0％ 商工昌2.2% 

公債費 52% 

押置 

6.4% 

ノ / / ／ ノ 

予弾I馳貞
執iデ需‘ 

② 

1, 

難難蕪 
財政状況の公表に関する条例第2条により 昭和50年 3月31 

昭和5(年 5月31日 五所川原市長 佐々木栄造 

会計歳人歳出予算執行状況 
（昭和50年 3月31日現在） 

元議会費他勿1 

、商 工 費星

八公 債 賢篇

入消 防 費 クジノ／

噴衛 生 費二ニノ, 

h農林オ畦業義ジり

並総務 費おョ

税教 志 賛り得

王工 爪 麟釘

薦民 生 費／て事 

億円 oI2B456T89IO 

りジり4  

za 
zノ『a 

86.82 

I84% 

998二 

94.3Z 

8ia % 

63.9% 

お’958% ／〔ョ 

りイ8. 8%乙’ノ二てd 

ニンJTI TZ.ノノりα 

舛折〒率 96.6 ％ノりクシりりI 

い
た
税
金
、
国
や
県
の
支
出
金
な
ど
に
よ
っ
て
運
 

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
収
入
が
、
市
民
の
た
め
ど
の
よ
 

う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
市
の
借
金
 

（
市債
）
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
、
 

市
で
は
年
二
回
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
 

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

A
）
回
は
、
四
十
九
年
度
の
十
月
か
ら
三
月
ま
 

で
の
予
算
執
行
状
況
な
ど
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
 

ら
せ
し
ま
す
。
 

市
政
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
 

戸 



③ 燃えよ国体 五心の花輪 
国体標語（五所川原会場）入選作。栄小 5年横山久司君の作品です。 

地方自治法第243条 3第 1頂の規定と五所川原市の

日現在における市の財政状況を公表します。 

昭和49年度一船 

歳 入 

執i『済韻 34I3.685 JI 9 f'J 
執 行 幸 	85.3% 

（昭和50年 3月31日現在） 『り産目粉―ョ％ 渡目粉 国％ 

衛生債 
352j 0.2% 

一一 ーー 

消防債 
1.538万 

便用f「及び務第 I.3, 1『プう譲与脱他 lTY 邸0%E I‘与1 

市責二二二＝ 	器‘器又 

霧羨1曹2％分龍 
災害復旧債 
2.8OO7 

麟責 
52.0% 

総務偵
臆g.,rm 
12.T% 

教志債 

4億5. 52O万 

29.I% 

I4I3i2lIIO98T6543.2 I 0 億円 

土爪債 

8億［ 364万 
昭和49年度市税の負担状況 

(50年 3月31日現在） 

収入済額 7億6,71 8 万 4千円 

たばこ消費税 

90, 060 

都市計画税他 

4. 012 

軽自動車税 

10, 071 

電気ガス税 

38. 884 

固定資産税 

326.252 

市 民 税 
297,905 

....... .()(.)..(( ,'4)()('.(Daw iidE ,DDD :o D D iPJI)()(4 ( 3 ')4DDD D r)(.)(4. C.)k,)(.)(.)(4)O)(G)()t.t.)t.*(4A.j J".
. . . ()( ()( .難 

入
￥
ロ
豆口
豆
ロ
◇
昇
（y
b
大
y
b
?y
』
」
（
y
 

う 
市民 1人当りが

支払う税金 

14,820円 

春民”、2e品 

1世帯当りが

支払う税金 

56, 216F'I 



④
 
警
ぎ

苗
の
で

き
は
義
篇
橡
虜
 

響
 
ン
鰍
。
毅
え
の激
励
班
が
巡
掴
」
 

「饗灘遍 

住宅団地 @XE  
分譲住宅の積立者募集 

積立分譲住宅は、積立金を 1年、 2年、 3年間

で積立て、入居してから住宅金融公庫の融資を受

ける分譲住宅です。 

※詳細については、青森県住宅供給公社または

市窓口サービス課（五所川原支所）にお問いあ

わせください。 

受付期問 6月20日～ 6月27日まで 

午前 9時～午後 4時まで 

（ただし土曜日は正午まで） 

受付場所 市窓口サービス課 

募集戸数 60戸 1年積立・・・2(〕戸 

2年積立・・・2(〕戸 

3年積立…20戸 

住宅の概要 宅地一戸当たり約290nf （約87坪） 

建物一戸当たり約 62m （約18坪） 

木造亜鉛メッキ鋼板、葺平家建、二階建 

建物引渡期 積立満了 年の11月頃の予定 

霜
濡
尋
艦滴
評
瑚
難競
」
 

、糾ぐx 
q 

防衛展前夜祭（市民文化会館） 

第
 

1
 

部
  

18: 00 開 	演（主催者挨拶） 

18 】 05 来賓祝詞 

18: 10 北部航空方面音楽隊演奏 

18 : 30 大湊地方隊音楽隊演奏 

18 】 50 第9 師団音楽隊演奏 

第

2

部
  

19 :10 八戸太鼓 

19 :20 民 	謡 

第
3
部
  

19 】 50 陸海空合同演奏 

“苗
の
で
き
は
い
か
が
で
す

か
〈
田
植
え

の
最
盛
期
に
入
っ

た
さ
る
五
月
二
十
日
、
市
の
田

植
え
と
共
同
炊
事

の
激
励
班
が

巡
回
し
励
ま
し
ま
し
た
。
 

こ
と
し
の
田
植
え
は
、
雨
に

た
た
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
が
、
り

ん
ご
栽
培
地
帯
の
七
和
、
長
橋

を
除
い

て
は
ほ
ぽ
順
調
に
推
移
、
 

共
同
炊
事
も
九
個
所
、
四
百
三
 
 

十
六
戸
が
実
施
し
ま
し
た
 

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨

で
し
た
が
、
激
励
班
に
は
岩
館

助
役
を
は
じ
め
農
林
課
、
農
業

委
員
会
職
員
に
市
農
協
、
農
業

改
良
普
及
員
な
ど
二
十
人
が
参

加
、
市
内
を

一
巡
し
た
も
の
で

す
。
 

共
同
炊
事
場
で
は
、
ど
こ
も

主
婦
ゃ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
 
 

昼
食
の
準
備
に
お
お
わ
ら
わ
、
 

雨
を
つ
い
て
田
植
え
に
精
を
だ

す
農
家
の
人
々
も

一
行
の
励
ま

し
に
、
 
「良
質
米
づ
く
り
に
が

ん
ば
り
ま
す
」
 
と
喜ん
で
い
ま

し
た
。
 

市政ダイヤル 
市政についての 

行事や予定は 

⑤ 4321 

r毎月 1日、巧日発行1 

小雨をついて激励するー行 

市
民
の
自
衛
隊
に
対
す
る
理

解
と
認
識
を
深
め
よ
う
と
、
い

う
五
所
川
原
市
自
衛
隊
協
力
会

な
ど
主
催
の
、
 
「五
所
川
原
防

衛
展
」
が
、
次
の
日
程
で
開
か

れ
ま
す
。
 

▽
と
き
 
六
月
十
八
日
（
水
 

）
ー
六
月
二
十
三
日
（
月
）
ま

で
の
六
日
間
 

▽
と
こ
ろ
「
丸
友
」
デ
パ
ー
 

ト

（
防
衛
展
）
、
市
民
文
化
会

館
（
前
夜
祭

）
 

▽
参
加
部
隊
 

第
3
9普
通
科
連
隊
、
第
9
特

科
連
隊
な
ど
十
三
部
隊
。
 

防
衛
展
」
（
丸友
デ
パ
ー
ト
）
 

V
防
衛
コ
ー
ナ

ー
①
陸
自
紹

介
コ
ー
ナ
ー

（陸
自
活
動
紹
介

演
習
訓
練
、
災
害
派
遣
、
部

外
工
事
、
民
生
協
力
な
ど
の
パ

ネ
ル
紹
介
）
、
②
装
備
品
展
示

コ
ー
ナ
ー
（
小
火
器
、
火
砲
な

ど
各
職
種
装
備
品
、
服
装
、
旗
）
 

③
海
上
自
衛
隊
コ
ー
ナ

ー
（
山
一

航
空
自
衛
隊
コ
ー
ナ

ー
 

▽
旧
軍
コ
ー
ナ

ー
▽
広
報
映

画
▽
音
楽
演
奏
▽
募
集
案
内

市
中
パ
レ

ー
ド
 

な
お
、
 
「防
衛
展
」
に
先
が

け
、
六
月
十
八
日
・
（
水）
午
後
 

一
時
か
ら
陸
上
自
衛
隊
第
九
師

団
音
楽
隊
な
ど
三
隊
、
八
十
八

人
に
よ
る
市
中
パ
レ
ー
ド

（
ス

タ
ー
ト
駅
前
、
ゴ
ー
ル
市
庁
舎

前
）
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
o
 

立
W
 



県
交
通
事

故
相
談

所
で
は
、
  

被
害
を

受
け

ら
れ
た
方
々
の
事
 
▽

六
月
の
相

談
日
は
 

六
月
か
ら
西
北

五
管
内
を

対
象
 
故
に

伴
う
損
害

賠
償
問
題
や

更
 
十

一
日

（水
）
午
前
十
時
か
 

に
、

毎
月
第
二

水
曜

日
を
、
 

「
 

 

正
問
題
に

つ
い
て
ご
相
談
に

応
 
ら

午
後
三
時

ま
で
で

す
。
 

転
雌

相
談
所
を
開
設
 

ど
う
ぞ

ご
利
用
を
 

課
内
の
相
談

室
に
相
談
所
を
設
 
じ

ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん

の
ご
 

け
る
こ
と
に
な

り
ま
し

た
。
 

利
用
を
お

待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
 

相
談
所
で
は
、

交
通
事
故
で
 

移
動
交
通
事

故
 

相
談

日
」
と
し
 

て
市
生
活
環
境
 

,
 

現
在
、

選
挙

人

名
簿

の
縦
覧

を
行

っ
て
お

り
ま
す
が

同
名
簿
に

記
載
さ

れ
る
者
は
、

土
地

所
有
者
と
借
地

権

者
（

建
物
所
有
を

目
的
と
す
る
地
上

権
賃

借
権
）

と
な

っ
て
お

り
ま
す
。
 

選
挙
人

名
簿

の
記

載
も
れ
や
、

誤
り

が
あ

る
場
合

の
権

利
者

の
異
議

の
申

し
出
は
、

こ
の
縦

覧
期
間

中
に

受
付

け
ま
す
。
 

土
地
所
有

者

（
 

登
記

名
儀
人
）
が

死

亡
し
て
い

る
場
合
、

あ
る
い
は

施
行
者
に

対
す
る

借
地

権
申

告
済
の

借
地

権
者
の
方
が

死
亡
さ
れ

た
場
合

に
は
、
相
続

人
の
方
は

六
月
十

一
日
ま
で

に
相
続
を
証

す
る
書

類
（
戸

籍
謄

本
、
住
民
票
、

印

鑑
証

明
書

等

）
を
提
出
し

て
く

だ
さ

い
。
 

な
お
、

相
続

人
の
方
が

二
人

以
上

の
場
合

は
「
代
表
者
選
任

通

知
書
」
も

一
緒
に
提
出

し
て

く
だ
A
い
。
 

「
同
通
知
書
 

」
 
と
相
続

届

出
書
」
は
、

市
都
市

計
画
課
に

備
え

つ
け

て
あ
り
ま
す
。
 

縦
覧
期
間
 

五
月
二
十
九

日
ー
六

月
十

一
 

日
ま
で
 

縦
覧
時
間
 

午
前
九

時
ー
午
後
五

時
ま
で
 

縦
篇

所
 

市
都
市
計
画
課
 

一
、
‘
 
一

一
  

鱗

一
 

駅東部 土地区画整理審議会

地 区 委員選挙人名簿を縦覧 

⑤
）
 

廿
児
童

手
当
受
給

者
の
 

み
な
さ
ん

へ
廿
 

児
童
手
当

受
給
者

の
方
は
、
 

六
月
一
日
か

ら
六
月
三
十
日

ま

で
の
間
に
 
「児
童
手
当
現
況
届
 

」
を
福
祉
事

務
所
に
出
し

て
く

だ
さ
い
。
 

こ
の
 
「児
童

手
当
現
況

届
」
 
 

は
、
受
給
者
の
前
年

の
所
得
、
 

養
育

の
状
況
な
ど

を
毎
年

六
月

一
日
の
状
況
に

つ
い
て
確
認
す

る
た
め
の
届
で

す
。
 

も
し
、

こ
の
届
を
出

さ
な
い

と
、

ひ
き
続
い

て
受
給
資
格
が
 
 

あ
っ

て
も
、
六
月
分
以
後
の
児

童
手
当
の
支
払

い
を
受
け
る
こ

と
が

で
き
な
く
な
り

ま
す
か

ら

必
ず
提
出
し

て
く
だ

さ
い
。
 

児
童
手

当
の
支

給
そ
の
他
こ

の
制
度
に

つ
い
て
お
わ
か

り
に

な
ら
な
い
こ

と
は
、
市
福
祉
事

務
所
に
お

問
い
あ
わ

せ
く
だ
さ

い
。
 
（電
話
五

ー
二
一
一
一
番
）
 

難
委

託
画
踏
鯵
晦

ま
す
 

市

の
、
五
十
年
度

の
水
道
料

金
委
託
徴
収
員
に

次
の
方
々
が

決
ま
り
ま
し
た
の
で

よ
ろ
し
く

お
願

い
し
ま
す
。
 

▽
下
平
井
町
 

安
田
義
一

▽
‘
 

松
島
町
 

長
尾
与

広
▽

平
和
町

近
藤
き
え
▽
錦
町
 

長
内
唯

六

▽
新
田
町
 
吉
村
栄

▽
湊
 
木

村
イ
ナ

▽
新
宮
町
 

原
．
郎
 

▽
漆
川
 
吉
村

嘉
右

工
門
▽

水
野
尾
 
相
馬
堅
固
▽

高
瀬

種
村
清
照
▽
飯
詰
 

山
口

キ
ク

▽
鎌
谷
町
 
斎

藤
リ
セ
▽
寺

町
 

岩
谷
賢
司
▽
川
端
町
 

北
岡

得
次
▽
岩
木
町
 

福
士
孝
一

▽

旭
町
 

福
士
行
男

▽
新
町
 
平

山
国
太
郎
▽
東

雲
町
 
井

沢
柾
 
 

男

▽
弥
生
町
 
笹
田
義
美
 

▽
幾
島
町
 
岩

谷
善
一

▽
柏

原
町
 

佐
々
木
勝
造
▽
千

鳥

町

小
田
桐
岩
男
、

長
谷
部

照
明
▽

東
町
 

高
橋
タ

マ
▽
小
曲
 

三

浦
行
一

▽
唐
笠
柳
 
小

山
内
与

之
助
▽
岩
木
町
 

平
山
浩

（市

役
所
納
税
組
合

代
表

）
▽
吹
畑

毛
内
ョ
、
ン
 
（敬
称
略
）
 

排
水
使

用
料

の
 

徴
収
に
協

力
を
 

杉
島
団
地
排
水

使
用
料
の

徴

収
の
た
め
、

松
島
町
二
r

日
一

二
、
長
尾
与

広
氏
が

委
託
徴
収

者
と
し

て
各
家
庭
に
お

伺
い

し

て
お
り
ま
す
の
で
、

排
水
使
用

料
の
納
人

に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
 

む 踏 土 蓄諸気 35年ぶり、故郷の 

 

市
内
俵
元
出

身
で
、

北

ス
マ

ト
ラ
に
住
ん
で
い

る
元

日
本
兵

成
田
源
四
郎
さ
ん

（
五
七
）
は
、
 

さ
る
五
月
十

七
日
、

故
郷
を

出

て
か
ら
三
十
五
年

ぶ
り
に

里
帰

し
、
肉
親

と
喜
び

の
対
面

を
し

ま
し
た
。
 

成
田
さ

ん
は
、

三
十
五
年
前

故
郷
を
出

て
、
近
衛
歩
兵

連
隊

か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
召
集
解

除
、
イ
ン
ド

ネ
シ

ァ
独
立
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ

て
苦
労
を

重
ね

た
と
い

う
。
 

“源
四
郎
帰
る

）
の
知
ら

せ

に
、
こ
の
日
青
森

駅

の
プ

ラ
ッ

ト
ホ
ー

ム
に
は
、

妹

の
さ
だ
さ

ん
（
五

四
）
、

め
い

の
黒
滝

セ

ツ
さ
ん

（
三
七
）
に
幼
な
友

達

だ
っ
た
と
い
う
外

崎
善

太
郎

さ

ん
ら
が

出
迎
え
、

抱
き
合
っ

て
 

 

 

三
十
五
年
ぶ

り
の
対

面
を

果
た

し
ま
し

た
。
 

駅
頭

で
再
会

し
た
成

田
さ

ん

一
行
は
、

市
が
差
し

回
し

の
乗

用
車
で

生
ま
れ
故
郷
に
直

行
、
 

部
落
で
は
、

子
供
か

ら
お

と
し

よ
り
ま
で
お

よ
そ
三
百

人
が

日

の
丸
の
小
旗
を
振
っ

て
歓
迎
し

ま
し
た
。
 

そ
の
あ
と
、
部
落

の
天
満
宮

で
お
こ
な
わ
れ

た
歓

迎
行
事
に

出
席
、
帰
国
を
報
告
し

た
あ

と
、
 

岩
館
助
役
ら

の
ね
ぎ

ら

い
の
言

葉
を
受
け
、
 
「
こ
ん
な
に
歓

迎

さ
れ
て
感
謝

に
た
え

ま
せ

ん
」
 

と
目
頭
を

押
え
お

礼
を
述
べ

て

い
ま
し
た
。
 

成
田
さ

ん
は
、

約
ー

力
月
間

郷
里
に
滞
在
す
る

と
い

う
。
 

 



燃えないゴミの埋立地 

投棄場所 

,-―一一 進行力i「 

山 

生
活

環
境
 

パ
ト

ロ
ー
ル
本
部

4
 

住
み
よ
い
 

環
境
づ
く
り
に
 

わ

4
1
 

畠
 

70歳以上 

老人医療費受給者証 

更新交付の日程 

⑥
 

納
税
は
 
納
期
限

内
に
 

県
税
 
自
動
車
税

の
納
期
限

は
 

6
月
3
0日
で
す
 

⑨
納
税
貯
蓄

組
合
員
は

組
合
を
通
し

て
納
め
ま
し
ょ

う
 

掌
 

こ
れ
ま
で
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
、
 

興
隆
地
区
へ
埋
立
て
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
六
月
か
ら
は
野
里

山
（
野
里
字
山
越
）

へ
埋
立
て

丁
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

な
お
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
搬
 

〈
に
当
っ

て
は
次
の
こ
と
が
ら

を
必
ず
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。
 

一
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
し
て
搬
 
 

入
す
る
も
の
は
、
ガ
ーフ

ス
類
、金
属
類
、
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
、泥
土
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
破
片
と
し

燃
え
る
ゴ
ミ
は
高
瀬
焼

却
場
へ
搬
入
す
る
こ
と

二
、
車
の
荷
台
は
必
ず
 

ン
ー
ト
で
お
お
 

三
、
埋
立
地

へ

の
搬
入
日
は
、
毎
週
火
、
木
、
 

金
曜
日
と
し
、
時
間
は
午
前
八

時
三
〇
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

と
す
る
こ
と
。
 

四
、
指
定
場
所
以
外
へ
投
棄
し

た
場
合
は
不
法
投
棄
と
し
て
罰

せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
 

／
 
栄

養
指
導
車
が
 

／
 

／
 

や
っ

て
く
る
 
／
 

市
で
は
、
五
所
川
原
保
健
所

の
協
力
で
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に

よ
る
栄
養
指
導
を
次
の
日
程
で
開
き
ま
す
の
で
、
主
婦
の
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 善

意
銀
行
預
託
者
 

▽
龍
生
派
五
所
川
原
支
部
長

松
江
香
山
、
五
月
九
日
現
金
五

万
円
▽
市
内
田
町
木
村
孝
次
郎

五
月
二
十
日
現
金
十
万
円
。
 

（
敬称
略
）
 

おし らせ ”
燃
え

な
い
ゴ

ミ
の
埋
立
地
 

変
更
に
な
り

ま
す
グ
 
に
‘
 

！
 
・
フ
こ
と
 

期 日 時 間 場 	所 

6月 5日 10 :30 -12 :00 十川町集会所 

6月 5日 13 :00 -14 :30 新宮団地集会所 

6月 6日 10 :30 -12 :00 平和町集会所 

6月 6日 13 :00 --14 :30 湊団地集会所 

老人（70歳以上）医療費受給者証の更新時期になりまし

たので、該当者は、つぎの日程により交付を受けてくださ

い。また65歳から69歳までの方で身体障害者（ 1. 2. 3 
級または、 4級 1, 3. 4号）、老齢福祉年金（別表 1、 

2級）に該当する方も支給されます。 

受給者証交付日程 

地 	区 	名 場 	所 期 	日 時 間 

栄 栄 支 所 6月21日 9 :00 -11:45 

梅 	沢 梅沢支所 6月23日 9 :00 -11:30 

七 	和 七和支所 6月23日 13:00 ---16:00 
長 	 橋 長橋支所 6月24日 9 :00 -11:30 

松 	島 松島支所 6月24日 13:00 -16:00 
毘 	沙 	門 毘沙門支所 6月25日 9 :00 -11:30 

飯 	 詰 飯詰支所 6月25日 13:00 -16:00 

中 中川支所 6月26日 9 :00 -11:30 
三 	好 三好支所 6月26日 13:00 -16:00 

栄町、田町、蓮沼、元

町、新町、柳町、川端

町、岩木町、寺町、鎌

谷町、鳥森、八重菊 

健康年金課 6月27日 8 :30- 16:30 

弥生町、布屋町、東町

大町、本町、旭町、雛

田、敷島町、錦町、幾

島町、柏原町、末広町 

ク
  6月28日 8 :30 -16:30 

上平井町、中平井町、 

下平井町、長橋字橋元

幾世森、新宮、小曲 

ク 6月30日 8 :30 -16:30 

なお、当日都合により交付を受けられない方は 
7 月 1 日以降にしてください。 

六
月
か
ら
受
付
を

開
始
 

昭
和
四
十
八
年
十

月
か
ら
昭
和
四
十
九

年
三
月
三
十

一
日
ま

で
に
加
入
申
出
を
し

て
再
開
五
年
年
金
の

ー
 

加
入
者
に
な
っ
た
人

は
、
昭
和
四
十
五
年

六
月
ま
で
さ
か

の
ぼ

っ
て
ー
カ
月
九
百
円

の
保
険
料
を
納
め
な
 

け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
加
入
申

出
後
の
保
険
料
と
さ
か

の
ぼ
っ

て
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
合

わ
せ
て
五
年
に
な
り
、
満
六
十

五
歳
に
達
し
て
い
れ
ば
五
年
年
 
 

金
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

再
開
五
年
年
金
に
加
入
し
て

い
る
人
の
な
か
に
は
、

い
ち
ば

ん
早
い
人
で
こ
と
し
七
月
か
ら

年
金
の
支
給
が
始
ま
り
ま
す
が

五
年
分
の
保
険
料
を
完
納
し

て

い
ま
せ
ん
と
、
年
金
を
う
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

年
金
を
う
け
る
手
続
き
は
、
 

市
健
康
年
金
課
国
民
年
金
係
の

窓
口
で
印
鑑
と
最
後
に
支
払
っ

た
領
収
証
書
を
持
参
の
う
え
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。
 

く
わ
し

い
こ
と
に
つ
い
て
は

年
金
係
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。
 

L 
再開5年年金に 

加入されている方に 

rム
報
紙
の
早

期
配

布
に
ご

協
力

願

い
ま
す
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